
資本的収支（税込）
～下水道施設をつくるためのお金～

収益的収支（税抜）
～使った水をきれいにするためのお金～

≪収入≫
46億375万円

≪支出≫
44億144万円

≪収入＋補てん財源≫
41億2,563万円

≪支出≫
40億7,902万円

受益者負担金・
分担金等
6,291万円

取手市・つくばみらい市
からの繰入金
4億324万円

国・県からの
補助金
9億6,089万円

借入金
12億4,510万円

補てん財源
14億5,349万円

借入金の返済※
15億3,894万円下水道施設の

建設費等
25億4,008万円

長期前受金戻入
（減価償却に対応して
　　　発生する収益）
　13億6,670万円

取手市・つくばみらい市
からの繰入金等
18億3,130万円

下水道使用料
14億575万円

下水道施設の
維持管理費等
14億4,079万円

減価償却費
（下水道施設の使用による価値の
減少分を費用化したもの）
26億5,636万円

借入金の利息
3億429万円

令
和
６
年
度
決
算
を
公
表
し
ま
す

詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Water-YOU

│Vol.38│2025 December│
下水道ニュース

〒302-8558  茨城県取手市小文間１７３番地
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取手地方広域下水道組合
管理者（取手市長）：中村 修
副管理者（つくばみらい市長）：小田川 浩

当期純利益(収入合計－支出合計)は2億231万円となります。
この利益は借入金を返済するために積み立てました。

※令和7年３月31日現在の借入残高は約218億円となります。

　
取
手
市
内
の
小
中
学
生
に
応
募
い
た
だ
い
た
、
絵
画
・
ポ
ス

タ
ー
、
書
道
、
新
聞
な
ど
の
作
品
（
１
１
１
１
点
）
の

中
か
ら
、
12
名
の
方
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
に
は
、

多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

作
品
に
つ
い
て
は
、「
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル

（
全
国
）」
に
応
募
作
品
と
し
て
提
出
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
令
和
７
年
第
２
回
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

監
査
委
員
が
２
名
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
監
査
委
員
を
紹
介
し
ま
す

〈
管
理
者
賞
〉

【
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門
】

　
小
学
生 

（
低
学
年
の
部
）

 
 

宮
和
田
小
学
校 

一
年
　
宮
本
茉
衣
莉
さ
ん

　
小
学
生 

（
高
学
年
の
部
）

 
 

白
山
小
学
校 

四
年
　
池
田
　
青
矢
さ
ん

【
書
道
部
門
】

　
小
学
生 

（
低
学
年
の
部
）

 
 

取
手
小
学
校 

三
年
　
高
橋
　
　
悠
さ
ん

　
小
学
生 

（
高
学
年
の
部
）

 
 

高
井
小
学
校 

六
年
　
大
久
保
結
愛
さ
ん

　
中
学
生 

 

取
手
第
二
中
学
校 

三
年
　
山
浦
し
お
り
さ
ん

【
新
聞
部
門
】

　
小
学
生 

（
高
学
年
の
部
）

 
 

取
手
東
小
学
校 

四
年
　
菅
家
結
里
愛
さ
ん

〈
議
長
賞
〉

【
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門
】

　
小
学
生 

（
低
学
年
の
部
）

 
 

永
山
小
学
校 

三
年
　
横
澤
　
獅
々
さ
ん

　
小
学
生 
（
高
学
年
の
部
）

 
 

戸
頭
小
学
校 

五
年
　
久
保
田
夏
実
さ
ん

【
書
道
部
門
】

　
小
学
生 

（
低
学
年
の
部
）

 
 

高
井
小
学
校 

二
年
　
嶋
貫
　
誠
悟
さ
ん

　
小
学
生 

（
高
学
年
の
部
）

 
 

取
手
小
学
校 

六
年
　
高
橋
　
美
優
さ
ん

　
中
学
生 

 

取
手
第
一
中
学
校 
二
年
　
屋
代
菜
々
心
さ
ん

【
新
聞
部
門
】

　
小
学
生 

（
高
学
年
の
部
）

 
 

白
山
小
学
校 

五
年
　
池
田
　
直
矢
さ
ん

令和7年度　取手地方広域下水道組合

下水道作品コンクール表彰式

職

名

氏
名
（
敬
称
略
）

監
査
委
員

石
橋　

大
輔  

＊
知
識
経
験
を
有
す
る
者

監
査
委
員

入
江　

洋
一  

＊
組
合
議
会
議
員
よ
り
選
任



令
和
７
年
度
優
秀
建
設
業
者
表
彰
に
つ
い
て

下
水
道
普
及
率
が
76.9
％
に
な
り
ま
し
た

議
決
結
果
を
報
告
し
ま
す

伊
奈
山
王
幹
線
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

管
路
の
完
成
に
つ
い
て

　
本
組
合
で
は
、
管
内
建
設
業
者
の
施
工
意
欲
の
向
上
と
技
術
力
の
育

成
を
図
り
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
優
秀
建
設
業
者
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
取

手
市
又
は
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
本
店
、
支
店
、
営
業
所
の
い
ず
れ
か
を

有
す
る
建
設
業
者
の
う
ち
、
本
組
合
が
発
注
し
た
請
負
金
額
５
０
０
万

円
以
上
の
建
設
工
事
を
特
に
優
秀
な
成
績
で
完
成
さ
せ
た
「
請
負
者
」

と
「
現
場
代
理
人
」
と
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
表
彰
に
お
い
て
は
、
令
和
６
年
度
に
完
成
し
た
建
設
工
事

が
対
象
と
な
り
、
次
の
「
請
負
者
」
と
「
現
場
代
理
人
」
に
対
し
て
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。
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下水道普及率
汚水処理人口普及率

令和7年7月15日開催の表彰式：取手地方広域下水道組合３階大会議室において

　
本
組
合
の
令
和
６
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
が
76.9
％
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
多
く
の
方
に
下
水
道
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
促
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

下
水
道
普
及
率
・
・
・
行
政
人
口
※
の
う
ち
下
水
道
を
利
用
で
き
る
人
口
の
割
合 

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
・
・
・
行
政
人
口
※
の
う
ち
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
施
設
、
合
併
処
理
浄
化
槽
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
を
利
用
で
き
る
人
口
の
割
合

※
取
手
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
（
旧
伊
奈
町
人
口
か
ら
小
絹
処
理
区
の
人
口
を
除
い
た
も
の
）

　
本
組
合
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
の
３
か
年
に
わ
た
り
、
つ
く
ば
み

ら
い
市
の
汚
水
を
送
水
し
て
い
る
伊
奈
山
王
幹
線
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
管
路
を
小
貝
川

の
地
下
を
横
断
す
る
方
法
で
整
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
管
路
は
耐
震
性
能
に
優
れ
て
お
り
、
万
が
一
既
存
の
伊
奈
山

王
幹
線
が
被
災
し
て
も
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
管
路
を
利
用
し
て
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の

汚
水
を
送
水
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
下
水
道
施
設
の
被
災
リ
ス
ク
低
減
お
よ
び
古
く
な
っ
た
下
水
道
施
設

の
更
新
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
意
案

第
２
号

同
意
案

第
１
号

報　

告

第
４
号

報　

告

第
３
号

報　

告

第
２
号

報　

告

第
１
号

認　

定

第
１
号

議　

案

第
７
号

議　

案

第
６
号

議　

案

第
５
号

議
案
番
号

第
２
回
定
例
会
（
令
和
７
年
８
月
22
日
招
集
）

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
監
査
委
員
の
選
任
に

　
　
　
　
　

関
す
る
同
意
に
つ
い
て

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
監
査
委
員
の
選
任
に

　
　
　
　
　
　

関
す
る
同
意
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

　
　
　
　
　
　

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

下
水
道
事
業
会
計
継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

下
水
道
事
業
会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

　
　
　

下
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

令
和
６
年
度
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

下
水
道
事
業
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

提
出
議
案

原
案
同
意

原
案
同
意

－ － － －
原
案
認
定

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

議
決
結
果

工
事
件
名

５
国
補
第
66‌

│
１
０
６
号
枝
線
工
事

工
事
場
所

取
手
市
新
取
手
二
丁
目
地
内

請　

負　

者

茨
城
県
取
手
市
上
高
井
３
９
５

昭
和
瀝
青　

株
式
会
社　
　

代
表
取
締
役　

川
井 

雅
明

現
場
代
理
人

関
谷 

丈
史

工
事
件
名

６
国
補
第
66‌

│
３
０
４
号
舗
装
復
旧
工
事

工
事
場
所

つ
く
ば
み
ら
い
市
谷
井
田
地
内

請　

負　

者

茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
上
島
８
４
８

い
な
ほ
工
業　

株
式
会
社　
　

代
表
取
締
役 

永
島 

信
一
郎

現
場
代
理
人

高
野 

敏
行

工
事
件
名

６
単
独
第
41‌

│
０
０
６
号
県
南
Ｃ
Ｃ
高
圧
引
込
ケ
ー
ブ
ル
修
繕
工
事

工
事
場
所

取
手
市
小
文
間
１
７
３
番
地

請　

負　

者

茨
城
県
取
手
市
宮
和
田
９
８
５‌

│
３
９

株
式
会
社　

ア
デ
ィ
ス　
　

代
表
取
締
役　

北
嶋 

道
代

現
場
代
理
人

北
嶋 

ア
ラ
ン

（
敬
称
略
）


